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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

岡
山
市
立
旭
東
中
学
校
１
年　

大
倉　

彩
矢

︱
絵
の
説
明
︱　

牛
乳
を
飲
ん
で
成
長
し
て
い
く
女
の
子
を
か
き
ま
し
た
。
お
い
し
そ
う
に
見
え
る
よ
う

に
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
こ
ろ
を
工
夫
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
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令和４年度上期乳用牛体格審査報告
　

令
和
４
年
度
上
期
牛
群
審
査
お

よ
び
後
代
検
定
娘
牛
に
か
か
わ
る

体
型
調
査
が
令
和
４
年
５
月
11
日

か
ら
５
月
19
日
に
か
け
て
、（
一

社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
登
録
協

会
、
塩
野
雅
一
審
査
員
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種　

10
戸　

１
６
４
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種　

１
戸　

16
頭
、

体
型
調
査　

25
戸　

１
５
０
頭
、

ロ
ボ
ッ
ト
調
査
事
業　

２
戸　

40

頭
、
合
計
３
７
０
頭
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
岡
山
市　

妹
尾

優
佳
さ
ん
所
有　

ヒ
ー
ル
ク
レ
ス

ト　

サ
ン
チ
エ
ス　

セ
ジ
ス
号

（
平
成
27
年
11
月
13
日
生　

５

産
）が
92
点（
Ｅ
Ｘ
︱
２
Ｅ
）を
、

ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト　

バ
ク
ス
タ
ー

　

デ
リ
ア
号
（
平
成
21
年
１
月
20

日
生　

11
産
）
が
91
点
（
Ｅ
Ｘ
︱

５
Ｅ
）
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
90
点
以
上
獲
得
牛
が
10

頭
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
お
よ
び
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆

様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
次
回
の
審
査
の
際
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
生
産
支
援
課
）

令和４年度上期牛群審査成績高得点牛
ホルスタイン種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　サンチエス　セジス ６−05 92（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　スノー　ルドルフ ６−09 91（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　バクスター　デリア 13−03 91（EX-5E）
真庭市 ㈲長恒牧場 ハツピーグローリー　ビクトリア　ペトロン ５−00 90
真庭市 ㈲長恒牧場 ハツピーグローリー　メリデイアン　デイストライ ５−04 90
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ヘンドリカ　ブラツド　シヨー ６−01 90
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　オーソン　ブリジツト ６−04 90
津山市 吉 原 直 樹 ダンケー　マツカチエン　ローレン ６−05 90
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　スター　ギンギン　ドアマン　ＥＴ ６−08 90
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　スノー　セジス ６−11 90（EX-2E）
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　ナツトウマキ ４−00 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　コツトン　パーク ４−01 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　ユニクス　ホルン ４−04 89
真庭市 ㈲長恒牧場 グランデイール　ホツペニチユウ　ＥＴ ４−05 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　パンダ　ソロモン　ハイド ４−05 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ブロニツク　エル ４−06 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　スノー　ロングヘイブン ４−11 89
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ビユーテイー　ドアマン　ローガン ４−11 89
真庭市 ㈲長恒牧場 キヤニオンサイド　ラマリア　クラツシユ　ララ ５−00 89
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岡
山
県
知
事
へ
の
要
望
書
提
出

　

今
日
の
岡
山
県
畜
産
業
界
は
、
コ
ロ
ナ

禍
、
円
安
、
海
上
運
賃
の
高
騰
、
中
国
の

旺
盛
な
買
付
け
等
で
輸
入
穀
物
飼
料
の
高

騰
、
輸
入
乾
牧
草
の
大
幅
な
値
上
が
り
で

異
常
事
態
が
発
生
し
未
曾
有
の
経
験
を
し

て
お
り
ま
す
。
全
国
で
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
酪
農
業
界
で
は
日
本
酪
農

政
治
連
盟
を
介
し
国
へ
の
支
援
要
請
活
動

が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
料
高
騰
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
、
飼
料

安
定
基
金
の
発
動
は
四
半
期
ご
と
に
１
年

半
以
上
継
続
し
て
お
り
飼
料
安
定
基
金
の

財
源
も
枯
渇
す
る
状
況
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
我
々
岡
山
県
内
の
畜
産
関
係
団

体
も
窮
状
を
訴
え
る
べ
く
、
県
行
政
へ
の

支
援
を
求
め
、
岡
山
県
養
鶏
協
会
・
お
か

や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
・
全
国
農
業
協
同

組
合
連
合
会
岡
山
県
本
部
・
一
般
社
団
法

な
い
畜
産
業
界
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
畜

産
行
政
か
ら
の
強
力
な
支
援
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

人
岡
山
県
配
合
飼
料
価
格

安
定
基
金
協
会
・
岡
山
県

農
業
協
同
組
合
中
央
会
・

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
畜

産
協
会
の
６
団
体
で
要
望

書
を
作
成
し
、
去
る
４
月

18
日
に
、
県
畜
産
課
を
経

て
農
林
事
業
部
長　

万
代

氏
を
訪
問
し
事
情
を
説

明
、
伊
原
木
知
事
へ
要
望

書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
現
行
見
通
し
の
立
た

岡山県への要望書提出

ホルスタイン種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
真庭市 髙 田 照 義 ベツシー　エミール　ＣＬＭ　キヤナル ５−01 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　プライド　アイオーン　カナデ ５−01 89
真庭市 ㈲長恒牧場 ＹＭＤ　ベツシー　パイネ　ブロリー ５−03 89
真庭市 髙 田 照 義 ツインビー　アンジー　ＣＬＭ　アンナソフイア ５−04 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　マツカチエン　ナルル　ＥＴ ６−02 89
笠岡市 ㈱Ｆａｒｍ　Ｌｕｃｋｙｈｏｎ ラツキーホン　サニーロツジ　シド　シエリエ ６−03 89
美咲町 岡山県農林水産総合センタ−畜産研究所 ＯＡＣ　レクサス　アツトウツド　レジエンド　ハーゲン ６−05 89
真庭市 髙 田 照 義 バーダ　フエリプシー　ＥＮＴＰ　セレステ ６−10 89
笠岡市 ㈱Ｆａｒｍ　Ｌｕｃｋｙｈｏｎ ラツキーホン　サニーロツジ　ブラツドニツク　ジーニ ７−04 89
笠岡市 ㈱Ｆａｒｍ　Ｌｕｃｋｙｈｏｎ ラツキーホン　ブラツドニツク　エルマー ７−06 89
笠岡市 ㈱Ｆａｒｍ　Ｌｕｃｋｙｈｏｎ クボー　フエルド　Ｇシヨツク ８−02 89
初産で84点
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　ケネデイ　ブラウニー　ユパ ２−10 84
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ウエーバー　ドアマン　モーガン　２ ２−04 84
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　パフズルド　ＳＡＳＵＫＥ ２−04 84
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　キングドツク　ドルチエ ２−05 84
岡山市 松 﨑 範 之 ＣＦ　ウイスブーツ　バイウエイ　ＥＴ ２−05 84
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ジヨスーパー　コンサルタント ２−08 84
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　キングボーイ　マスコツト ２−03 84

要望書 

岡山県知事 伊原木 隆太  殿 

岡山県養鶏協会 
おかやま酪農業協同組合 
全国農業協同組合連合会岡山県本部 
一般社団法人岡山県配合飼料価格安定基金協会 
岡山県農業協同組合中央会 
一般社団法人岡山県畜産協会 

 本県の畜産業は農業産出額の約 4 割を占める重要な基幹作目であり、畜産農家はこれまで県民の「食」
を守るべく、安全・安心で品質の高い畜産物を安定的に供給するため、日夜、経営努力を重ねているとこ
ろです。 
 しかしながら、経営費の大部分を占めている飼料代は輸入価格が近年、中国需要の急速な拡大、原油高
騰に起因するフレート価格の高騰、円安の進展などに加え、世界的な新型コロナ感染症拡大による物流
の停滞などにより高騰を続けており、畜産農家にとって経営の継続を左右する深刻な状況となっており
ます。 
 更には、見通しのつかないウクライナ情勢もこれに拍車をかけ、今後、飼料の高騰は続くことが予想さ
れます。 
 配合飼料の工場引渡価格は、令和３年８月期でトン当たり８万円台と前年に比べ約２割高が続いてい
るほか、粗飼料輸入価格についても同様で、令和３年２月から右肩上がりに上昇し、令和３年１１月には
前年に比べ２割高となるなど高騰を続け、しかも輸入の停滞により必要量の確保も極めて困難となって
おります。 
 このような事態は、畜産農家の経営努力を以ってしても対処しきれないものであり、危機的な情勢を
乗り越え、将来に向かって健全な畜産農家の経営を守るためには、緊急的な県の支援が必要と考えます
ので、以下について強く要望します。 

記 

1．畜産農家の継続的な経営支援のため、高止まりしている飼料費に対して愛知県や静岡県では飼料費の
一部を支援する事業を展開しています。 

そこで、本県についても飼料費の一部を支援するなどの経営改善のための施策を講じること。 

２．飼料費軽減のため、飼料用米、子実コーンなどの濃厚飼料及び牧草や稲ホールクロップサイレージな
どの自給飼料について、一層の生産拡大のための施策実施や畜産農家が適正に利用できるよう、生産組
織と畜産農家のマッチングによる円滑な利用システムの構築を早急に実施すること。 
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夏
場
の
カ
ビ
毒
対
策
に
つ
い
て

全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会　

大
阪
支
所　

中
四
国
事
務
所　

大
竹　

美
穂

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
そ
ろ
そ
ろ
半
分

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
年
は

例
年
に
比
べ
梅
雨
入
り
が
早
い
と
い
う
こ

と
で
、
早
く
か
ら
じ
め
じ
め
と
し
た
、
人

に
と
っ
て
も
牛
に
と
っ
て
も
嫌
な
気
候
が

続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
蒸
し
暑

さ
が
続
き
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
自
愛
の
う

え
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

さ
て
今
回
は
カ
ビ
毒
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
湿

度
、
温
度
、
栄
養
素
、
そ
し
て
酸
素
と
、

カ
ビ
の
発
生
要
因
が
す
べ
て
揃
っ
て
し
ま

う
こ
の
時
期
特
に
心
配
な
カ
ビ
毒
で
す

が
、
カ
ビ
毒
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ

る
の
か
、
カ
ビ
毒
に
よ
る
牛
へ
の
影
響
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ

れ
に
対
す
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
簡
単

に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

は
じ
め
に
、「
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
」
と

は
カ
ビ
が
産
出
す
る
毒
素
の
総
称
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
の
マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン
に

は
、
数
百
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
で

は
そ
の
毒
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
リ
ス
ク
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い

る
カ
ビ
毒
は
数
種
類
に
絞
ら
れ
ま
す
。
今

回
は
、
国
内
で
特
に
注
意
が
必
要
と
さ
れ

る
カ
ビ
毒
の
種
類
と
リ
ス
ク
低
減
策
を
お

ル
は
、
飼
料
摂
取
量
の
低
下
、
消
化
器
系

障
害
、
免
疫
機
能
抑
制
な
ど
の
中
毒
症
状

を
生
じ
さ
せ
ま
す
が
、
牛
は
第
一
胃
内
で

毒
性
の
低
い
物
質
に
代
謝
で
き
る
た
め
、

単
胃
動
物
よ
り
も
影
響
は
受
け
に
く
い
で

す
。
一
方
で
、
慢
性
的
な
曝
露
や
他
の
カ

ビ
と
共
存
す
る
場
面
で
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

〈
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
〉

　

ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
は
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
マ
イ
ロ
な
ど
の
汚
染
が
世
界
中
で
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
は

強
い
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
活
性
を
有
す
る
た

め
、
繁
殖
障
害
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。
牛
で

は
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
を
10
㎎
／
㎏
含
む
乾
草

の
給
与
に
よ
り
早
期
の
流
産
が
生
じ
た
と

す
る
報
告
（K

allela

ら1984

）
や
デ
オ

キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
と
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
の

複
合
汚
染
飼
料
（
そ
れ
ぞ
れ
１
・
０
、１
・

５
㎎
／
㎏
）
の
給
与
に
よ
り
卵
巣
周
期
と

無
関
係
な
発
情
徴
候
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。（Coppock

ら

1990
）

〈
フ
モ
ニ
シ
ン
〉

　

フ
モ
ニ
シ
ン
は
、
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ

ノ
ー
ル
や
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
と
は
別
の
赤
カ

ビ
病
菌
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
カ
ビ
毒
で

す
。
フ
モ
ニ
シ
ン
は
主
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
汚
染
し
、
肝
臓
や
腎
臓
の
細
胞
生
合
性

話
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

国
内
で
特
に
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
カ
ビ

毒
に
は
、
よ
く
耳
に
す
る
ア
フ
ラ
ト
キ
シ

ン
か
ら
、
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ー
ル
、
ゼ
ア

ラ
レ
ノ
ン
、
フ
モ
ニ
シ
ン
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〈
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
〉 

　

ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
は
、
熱
帯
か
ら
亜
熱

帯
地
域
の
土
壌
中
に
生
息
す
る
麹
カ
ビ
に

近
い
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
が
生
産
す
る
カ
ビ

毒
で
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

な
ど
の
穀
類
の
汚
染
が
問
題
と
な
り
ま

す
。
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
は
天
然
物
質
中
で

最
強
の
発
が
ん
性
物
質
で
あ
り
、
強
い
肝

毒
性
を
有
し
ま
す
。
ま
た
牛
へ
の
影
響
と

し
て
は
、
増
体
率
や
泌
乳
量
の
低
下
な
ど

が
み
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
現
在

は
飼
料
原
料
の
輸
出
入
時
に
管
理
が
行
わ

れ
て
お
り
、
輸
入
穀
物
・
配
合
飼
料
で
の

検
出
リ
ス
ク
は
低
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
自
給
飼
料
か
ら
の
検
出
は
ほ
と
ん

ど
な
い
よ
う
で
す
。

〈
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
〉

　

デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
は
、
麦
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
赤
カ
ビ
病
の
原
因
菌
で
あ

る
フ
ザ
リ
ウ
ム
・
グ
ラ
ミ
ネ
ア
ラ
ム
な
ど

が
生
産
す
る
カ
ビ
毒
で
す
。
現
在
、
世
界

中
の
穀
倉
地
帯
で
穀
類
の
汚
染
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー

経
路
の
阻
害
、
機
能
障
害
を
生
じ
さ
せ
ま

す
が
、
牛
は
馬
や
豚
な
ど
と
比
較
し
て
フ

モ
ニ
シ
ン
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
最
も
毒
性
の
強
い
カ
ビ
毒

は
ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
で
、
こ
れ
に
高
濃
度

に
汚
染
さ
れ
た
飼
料
を
家
畜
が
長
期
間
摂

取
す
る
と
肝
臓
障
害
、
免
疫
低
下
、
成
長

抑
制
、
死
亡
等
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
ア
フ
ラ

ト
キ
シ
ン
は
、
ほ
ぼ
体
内
に
は
蓄
積
さ
れ

ず
に
糞
尿
や
乳
中
に
排
泄
さ
れ
る
の
で
、

ア
フ
ラ
ト
キ
シ
ン
だ
け
が
原
因
で
牛
が
死

ぬ
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で

す
。

〈
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら
検
出
さ
れ
る
カ
ビ
毒

と
は
？
〉

　

最
近
で
は
、
飼
料
の
価
格
高
騰
の
背
景

に
よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
な

ど
の
自
給
飼
料
の
割
合
を
増
や
し
た
り
、

新
た
に
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
り
す
る
方
々

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
自
給
飼
料

の
内
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら

は
主
に
デ
オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
が
検
出

さ
れ
、
グ
ラ
ス
系
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら
は
ゼ

ア
ラ
レ
ノ
ン
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

が
刈
り
遅
れ
に
な
る
と
、
サ
イ
レ
ー
ジ
中

の
カ
ビ
毒
汚
染
濃
度
は
高
く
な
っ
て
し
ま
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う
よ
う
で
す 

。

〈
終
わ
り
に
〉

　

今
回
は
カ
ビ
毒
に
つ
い
て
簡
単
に
記
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
カ
ビ
毒
の
種

類
に
よ
っ
て
は
酪
農
家
さ
ん
の
経
営
ま
で

も
圧
迫
し
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
と
知

り
、私
自
身
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
酪
連
で
は
カ
ビ
毒
吸
着
飼
料
と
し
て

『
マ
イ
コ
ま
い
っ
ち
ゃ
う
』
を
取
り
扱
っ

い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
体
調
に
は
十
分

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

参　

照

D
airyJapan.[4]2021:

現
場
で
生
か
す

酪
農
技
術　

マ
イ
コ
ト
キ
シ
ン

エ
ン
ド
フ
ァ
イ
ト
関
連
研
修
会
参
加
報

告　

演
題
『
最
近
の
飼
料
の
安
全
性
に

関
す
る
諸
問
題
～
輸
入
粗
飼
料
に
よ
る

中
毒
を
中
心
と
し
て
～
』

て
お
り
ま
す
。
マ
イ
コ
ま

い
っ
ち
ゃ
う
に
は
、
ア
フ

ラ
ト
キ
シ
ン
を
主
と
す
る

カ
ビ
毒
を
吸
着
す
る
多
孔

質
系
の
「
ケ
イ
ソ
ウ
土
」

と
、
主
に
ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン

に
対
し
て
吸
着
力
を
発
揮

す
る
多
孔
質
系
の
「
酵
母

細
胞
壁
」、
そ
し
て
、
デ

オ
キ
シ
ニ
バ
レ
ノ
ー
ル
、

ゼ
ア
ラ
レ
ノ
ン
を
始
め
と

す
る
カ
ビ
毒
を
分
解
す
る

「
酵
母
由
来
酵
素
」
を
混

合
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
カ

ビ
毒
に
も
比
較
的
オ
ー
ル

マ
イ
テ
ィ
に
対
策
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

何
か
ご
不
明
な
点
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く

の
全
酪
連
職
員
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏

に
向
け
て
さ
ら
に
蒸
し
暑

バ
タ
ー
づ
く
り
第
２
弾

　

４
月
25
日
、今
年
度
２
回
目
の「
バ
タ
ー

づ
く
り
」
を
大
垪
和
の
集
会
所
で
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
10
名
の
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
バ

タ
ー
作
り
で
し
た
が
、
今
回
、
参
加
者
の

中
に
２
名
の
男
性
が
お
ら
れ
、
最
初
は
女

性
陣
に
押
さ
れ
気
味
で
し
た
が
、
最
後
ま

で
楽
し
そ
う
に
バ
タ
ー
を
作
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

全
員
が
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
に
つ
け
て
試
食
。

　
「
自
分
で
作
っ
た
バ
タ
ー
は
美
味
し
い

ね
」「
生
ク
リ
ー
ム
か
ら
バ
タ
ー
が
作
れ

る
ん
だ
」「
思
っ
て
た
よ
り
簡
単
に
作
れ

た
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
食
を
さ
れ
て
い
る
時
に
、
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
使
い
、
酪
農
家
の
仕
事
・
乳
牛
の

こ
と
・
牛
乳
に
は
た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
・
牛
乳
を
使
う

乳
和
食
で
減
塩
に
な
る
こ
と
な
ど
、
牛
乳

の
良
さ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
、
取
り
組
ん
で
い
る
酪
農
理

解
醸
成
・
牛
乳
普
及
活
動
の
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
、
少
し
ず
つ
可
能
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
牛
乳
に
つ
い
て
少
し
で
も
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
生
乳
課
）

和やかな雰囲気でバター作りを楽しみました
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
７
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

７
月
の
採
卵
計
画

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や

よ
り
詳
細
な
情
報
が

必
要
な
場
合
は
、
最

寄
り
の
家
畜
保
健
衛

生
所
、
受
精
卵
移
植

師
の
方
等
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
供
卵
牛
の

評
価
を
牛
群
検
定
成

績
か
ら
行
う
た
め
、

検
定
参
加
農
家
の
方

を
譲
渡
対
象
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定

日
や
交
配
予
定
種
雄

牛
は
牛
の
体
調
・
精

液
の
確
保
状
況
等
に

よ
り
、
急
遽
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

次
回
は
９
月
の
採

卵
と
な
り
、
８
日
㈭

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
ご
意
見
あ
り
ま
し

た
ら
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

上段：供卵牛（元系統）識別番号 牛群改良情報（2022.２月）
採卵

予定日中段：交配予定種雄牛
評価種別・各指数・評価値

下段：改良の方向性

ＯＡＣ　ゴールデイ　リーフ　ローソン　ゴスペル　ＥＴ
（ゴールデイ）

1600872318

７／７

交配予定♂：ＭＲ　スーパーヒーロー　デデイケート　ＥＴ
（米TPI第17位）

ゴスペルの特徴は何といっても、前乳房の付
着、配置の良さです。搾乳速度も早く、ロボッ
ト向きでもあります。今回、交配するデデイ
ケートはゴスペルと似た形質に優れた、小柄な
牛で、やや小型化を図りながら、良い形質を固
める交配としています。

ＯＡＣ　キヤロツトケイ　ヨダー　キアリス　ＥＴ
（コスモポリタン）

1407270799

交配予定♂：ＭＲ　デツアー　ハイ　ヌーン　ＥＴ

キヤロツトＫの系統であるキアリスの特徴は、
高い産乳成分や乳器の良さ、それを非常に長い
間維持している点です。今回は過去の交配の中
で高ＮＴＰ牛を輩出したことのある、相性の良
いハイヌーンを交配しました。

ＯＡＣ　パール　キング　パトリ　プリズム　ＥＴ
（プロミス）
1407270645

交配予定♂：ＯＣＤ　ヒーリクス　アルフアベツト　ＥＴ
（米TPI第４位）

パトリの特徴は非常にバランスが取れている点
です。体細胞数スコアや繁殖形質も高く、管理
しやすい牛でもあります。今回はヘリツクス産
子の中でも評価の高いアルフアベツトを交配
し、バランスの良い改良を目指します。

※GEBV：EBV＋ゲノミック、GPI：ゲノミックのみ　の評価値です。
※GPI評価の％順位は比較のため、換算表を用いてEBVの％順位に換算しています。

GPI
総合指数
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５
月
２
日
の
笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
の

担
い
手
紹
介
コ
ー
ナ
ー
で
、
岡
山
市
北
区

建
部
町　

福
本
牧
場
の
福
本
大
輔
さ
ん
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
輔
さ
ん
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く
酪
農

を
絶
や
し
た
く
な
い
と
就
農
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
本
牧
場
で
は
、
60
頭
の
乳
牛
を
飼
っ

て
い
ま
す
。
先
輩
方
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教

わ
り
な
が
ら
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
酪
農

を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　

将
来
は
、
労
力
の
軽
減
を
す
る
た
め
に

自
動
エ
サ
や
り
機
を
導
入
し
た
い
そ
う
で

す
。

　

地
域
の
農
業
・
酪
農
の
担
い
手
と
し
て

今
後
の
活
躍
を
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
生
乳
課
）

　

番
組
で
は
、
曜
日
に
よ
り
テ
ー
マ
を
決

め
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

・
月
曜
日　

担
い
手
・
Ｊ
Ａ
職
員
紹
介
・

高
校
生
の
紹
介

・
火
曜
日　

農
畜
産
物
の
紹
介

・
水
曜
日　

火
曜
日
に
紹
介
し
た
農
畜
産

物
を
使
っ
た
料
理
の
紹
介
・

栄
養
士
に
よ
る
料
理
・
栄
養

等
の
紹
介

・
木
曜
日　

Ｊ
Ａ
活
動
紹
介
・
市
町
村
の

紹
介

・
金
曜
日　

直
売
所
・
イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

搾
乳
等
お
忙
し
い
時
間
帯
の
放
送
に
な

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
と
き
は
ぜ
ひ

観
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
取
材
に
も
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

笑
味
ち
ゃ
ん
天
気
予
報
が
や
っ
て
き
た
！

（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
テ
レ
ビ　

月
～
金　

18
時
50
分
よ
り
）

ＲＳＫテレビの取材を受ける福本牧場ファミリー

（一社）Ｊミルクサイトより

★材　料（２人分）

　Ａ
　牛乳…………………100㎖

　　　ポン酢しょうゆ……大さじ１
　鶏もも肉…………………200ｇ
　じゃがいも………………大１個
　　　　　　　　　　　　（200g）
　サラダ油…………………小さじ２
　レモン……………………２枚
　クレソン…………………２枝

★栄養成分（1人分）
　エネルギー　351kcal カルシウム　　　77mg
　たんぱく質　20.2g コレステロール　96mg
　脂質　　　　20.3g 食塩相当量　　　0.7g
　炭水化物　　19.6g

★作り方
①じゃがいもは皮をむいて８等分にし、耐熱容器に
入れ、ラップをかけて電子レンジで１分30秒加
熱する。レモンを輪切りにし、鶏もも肉はひと口
大に切る。
②Ａを合わせておく。
③小さめのフライパンにサラダ油を入れて熱し、鶏
肉、じゃがいもを焼き付けたら、②とレモンを加
える。クッキングシートをかぶせ、ふたをする。
④煮立ったら中火から徐々に火加減を弱めながら
10分ほど煮る。牛乳が分離してきたらレモンを
取り出し、じゃがいもがやわらかくなったらふた
とシートを取り、水分をとばすようにして、煮汁
をからめる。
⑤皿に盛り、クレソンを添える。

ポン酢で作る とり肉じゃが
“さわやかな あっさり風味”

ミルクレシピ紹介

82022.6月号 2022.6月号

2005.11・12月号 2005.11・12月号



事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
5
月
2
日
、
第
２
５
7
回
理

事
会
を
理
事
10
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
３
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策

　

令
和
３
年
度
３
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

○
令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
決
算
内
容
の
報
告
を
受
け

承
認
し
、総
会
に
附
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
経
営
移
譲
に
よ
る
減
資
申
し
込
み

が
あ
っ
た
が
、
脱
退
・
廃
業
で
な
い
た
め

出
資
減
口
の
申
し
込
み
を
や
む
な
く
差
し

戻
し
た
。

○
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

定
款
の
役
員
賠
償
責
任
保
険
関
係
に
つ

い
て
一
部
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
総

会
の
提
出
議
案
に
し
た
。

○
個
人
情
報
関
連
規
定
類
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
法
の
改
定
に
伴
い
、
個

人
情
報
関
連
規
定
類
に
つ
い
て
一
部
変
更

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
里
庄
町　

平
野
耕
平
様
、
真
庭
市　

髙
田
照
義
様
よ
り
見
舞
返
礼

金
と
し
て
、
真
庭
市　

二
若
信
彦
様
よ
り
香
典
返
礼
金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か

ら
く
教
育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
事
業
年
度
当
初
の
理
事
会
附
議
事
項
に

つ
い
て

　

不
良
債
権
の
処
理
の
方
針
等
事
業
年
度

当
初
の
理
事
会
附
議
事
項
を
決
定
し
た
。

○
特
別
出
資
の
払
い
込
み
に
つ
い
て

　

基
金
協
会
よ
り
代
位
弁
済
に
係
る
特
別

出
資
を
求
め
ら
れ
た
の
で
協
議
し
、
承
認

し
た
。

○
生
乳
基
盤
維
持
奨
励
金
に
つ
い
て

　

生
産
者
の
生
産
基
盤
維
持
を
最
重
要
課

題
と
し
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
協
議
し

承
認
し
た
。

○
機
構
改
革
及
び
事
務
所
統
廃
合
に
つ
い

て

　

今
後
の
お
か
ら
く
の
機
構
改
革
の
概
略

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

○
報
告
事
項

　

令
和
３
年
度
消
費
拡
大
資
金
並
び
に
乳

質
改
善
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
金
の
収
支
に
つ
い

て
、
第
４
四
半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い

て
、
第
77
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会
開
催
概

要
に
つ
い
て
、
新
形
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
メ

ン
バ
ー
変
更
に
つ
い
て
、
お
か
ら
く
20
周

年
式
典
に
つ
い
て
、
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

及
び
第
９
回
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
酪

農
経
営
・
需
給
均
衡
対
策
事
業
に
つ
い
て

報
告
し
た
。

●

●

●

ひ

ろ

ば

　

４
月
か
ら
津
山
地
区
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
３
月
ま
で
は
蒜
山
地
区
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
蒜
山
か
ら
津

山
ま
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
通
勤
時
間

が
片
道
約
１
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま

す
。
今
ま
で
な
か
っ
た
１
時
間
、
音
楽

を
聴
い
て
大
声
で
歌
い
な
が
ら
通
勤
す

る
の
も
捨
て
が
た
い
の
で
す
が
、
僕
は

考
え
ま
し
た
。
こ
の
１
時
間
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
運
転

し
な
が
ら
で
き
る
こ
と
、
あ
ま
り
そ
の

こ
と
ば
か
り
考
え
ず
に
運
転
を
お
ろ
そ

か
に
し
な
い
で
で
き
る
こ
と
、
朝
、

昼
、
晩
、
食
事
を
と
り
夜
に
な
る
と
寝

る
を
繰
り
返
し
て
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
あ
る
日
の
朝
、
起
き
る
と
子
ど

も
が
「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
と
あ
い

さ
つ
を
言
っ
て
来
て
、
そ
の
時
、
自
分

の
中
に
何
か
が
降
り
て
き
た
。
こ
れ

だ
、
こ
れ
し
か
な
い
。
英
語
を
習
得
し

よ
う
。
今
で
は
車
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
英
語
で

す
。
時
間
は
ほ
っ
て
お
い
て
も
流
れ
て

い
く
、
そ
の
毎
日
の
時
間
を
大
事
に
し

た
い
で
す
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ

時
　
間

津
山
支
所　

長
須　

悠
樹

人　
　

事

退　

職
（
令
和
４
年
５
月
31
日
付
）

　

有
安　

信
弘（
津
山
支
所　

ヘ
ル
パ
ー
）
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

３

３
４～３

４～３
３

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６３４,５５９
７,２３４,６７２

８,８００
９７,６４０
３５８,５２１

,

２９２,９５２
３,６４４,１７２

８,０７０
９２,６２０
５９,７３４

１９０,１１１
１,８５６,９７２

５９０
３,６４７

１５２,５０４

１５１,４９６
１,７３３,５２０

１４０
１,３７４

１４６,２８３

101.9 
102.4 
100.1 
98.8 
103.6 

97.7 
97.9 
98.3 
97.8 
97.3 

111.0 
109.9 
131.1 
127.3 
110.3 

99.9 
104.5 
106.1 
111.0 
100.0 

5,917

5,463

8,650

8,555

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

４

４

４

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

６１８,７５１
　

８,６４１

３４７,６９１

２９４,３９６
　

７,８８４

６０,０４５

１７８,０８３
　

６２５

１４６,５９０

１４６,２７２
　

１３２

１４１,０５６

101.5 
　

101.3 

103.0 

98.4 
　

99.2 

98.2 

106.0 
　

136.8 

105.4 

102.6 
　

103.9 

102.5 

　

５
月
に
つ
い
て
は
、
夏
分
娩
中
心
の
出
回
り
に
移
行
し
引
き
合
い
が
弱
ま
る
中
、
出

回
り
頭
数
の
増
加
も
重
な
り
、平
均
価
格
は
税
込
53
万
５
千
円（
前
月
比
５
万
５
千
円
安
）

と
弱
含
み
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
出
回
り
頭
数
は
前
年
を
上
回
る
と
予
測
さ
れ
る
中
、

夏
分
娩
中
心
の
取
引
で
道
内
外
と
も
に
引
き
合
い
は
弱
く
、
相
場
は
弱
含
み
で
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

６月の主な行事
１日　理事会

２日　牛乳月間キャンペーン　

岡山県知事訪問

６日　びなん地区酪農組合総会

８日　びほく地区ブロック会議

10日　さいだいじ酪農組合総会

13日　肥育哺育組合総会

15日　岡山県酪農政治連盟役員会

20日　管理職会議

22日　第９回通常総会

27日　岡山県酪農乳業協会総会

28日　県支援チーム会議

29日　岡山県酪農政治連盟総会

　　　勝英地区酪農組合総会

30日　理事会・畜魂祭
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